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－熊本県菊池郡合志町に所在する埋蔵文化財調査報告－
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熊 本 県 教 育 委 員 会



　熊本県教育委員会では、県道熊本大津線単県道路改良事業に伴い埋蔵文化財発掘調査を

実施しました。

　ここに報告する竹迫宇土遺跡は、熊本県菊池郡合志町竹迫宇土に所在する遺跡で、平成

９年度に発掘調査を実施し、平成１１・１２年度に報告書作成を行ったものであります。

　この発掘調査では、縄文時代後期の多くの資料を得ることができ、この地域の縄文文化

を考えるうえでの貴重な資料となりました。

　この報告書が広く活用され、文化財保護と研究資料の一助になれば幸いです。

　なお、発掘調査に際しましては、専門調査員の先生方からは多大な御指導・御助言を賜

わり、感謝いたしております。また、多方面にわたり御配慮いただいた熊本県土木部道路

建設課、同菊池土木事務所、合志町教育委員会をはじめ、御協力いただいた関係各位に、

心から厚くお礼を申しあげます。

　　平成１２年１２月２８日

熊本県教育長　田　中　力　男

序 文



１．本書は、平成９年度に熊本県教育委員会が、県道熊本大津線単県道路改良事業に伴う

埋蔵文化財「竹迫宇土遺跡」発掘調査の記録である。

２．本書に掲載した「竹迫宇土遺跡」は、熊本県菊池郡合志町竹迫宇土に所在する。

３．現地調査は平成９年３月より実施し、村崎孝宏・長谷部善一・北原美和子・阿南亨・

河津摂が担当した。

４．本書で使用した地図は、建設省国土地理院発行の地形図（１：２５，０００・１：５０，０００）

をもとに作成した。

５．国土座標軸による測量基準杭の設定は、㈲埋蔵文化財サポートシステム熊本支店に委

託した。

６．発掘調査での遺物取り上げ作業は、㈲埋蔵文化財サポートシステム熊本支店に委託し

た。

７．遺物の整理作業は、平成１１年度に熊本県文化財収蔵庫で行った。

８．遺物の実測は、土器を村田百合子が、また石器を村崎が行った。

９．遺構及び遺物実測図の製図は、村田が行った。

１０．遺物分布図の作成は、村田が行った。

１１．遺物の写真撮影は、杉井涼子・田上瑞恵・村田が行った。

１２．本書の編集は、熊本県教育委員会が行い、村崎が担当した。

１３．出土遺物及び調査に関する記録類は、一括して熊本県教育委員会が保管している。

１．本書に使用した地形図の一部は、熊本県菊池土木事務所から提供を受けたものを基礎

にしている。

２．遺構の深さは、断りがないものは検出面からの深さである。

３．現地での遺構実測は、１/１０又は１/２０の縮尺で行い、本書収録の際には、１/２０、１/４０、

１/６０の縮尺となっている。

４．遺物の実測は、１/１で行った。本書収録の際には、石器が２/３、３/４、土器が１/２

の縮尺となっている。

５．遺構を個別に説明する際用いた「東西南北」については、各々の遺構での任意方向で

ある。
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第１節　調査に至る経緯

　熊本県教育庁文化課は、平成６年１２月１３日付け教文第１１８４号で熊本県菊池土木事務所あて「平成７年度以

降予定の公共事業照会」を行い、平成７年１月６日付け菊土第１３７１号により回答された。

　提出された内容について、遺跡台帳との照合及び現地踏査を実施し、その結果を菊池土木事務所長あて通

知した（平成７年８月２１日付け教文第７５６号）。当該事業予定地については、周知の埋蔵文化財包蔵地「竹迫

宇土遺跡」に該当するため、文化財保護法第５７条の３の規定による発掘通知の提出と事前の確認調査の実施

が必要となる旨通知した。

　このことを受け平成７年１１月２２日付け菊土第１１３０号で確認調査依頼（第１次）が提出され、熊本県教育庁

文化課は平成７年１２月１８日～２０日に現地における確認調査（第１次）を実施し、「縄文時代の遺物包含層が検

出され、本調査が必要である。なお、現道北側においても遺跡が所在する可能性があるので今後確認調査が

必要である。」との報告を行った（平成７年１２月２８日付け教文第１２０２号）。

　その後、平成８年７月１５日付け菊土第６３６号で再度依頼が提出され、平成８年９月４日、１０日に確認調査を

実施した。その結果遺構、遺物が検出され「第１、２次確認調査で埋蔵文化財が確認された約１，６００㎡ につ

いては、事前の発掘調査が必要である」旨通知した（平成８年９月１８日教文第８４７号）。

　この結果を受け協議を重ね、平成９年３月より「竹迫宇土遺跡」の発掘調査を開始し、同年６月終了した。

　遺物整理、報告書作成については、年度内に遺跡全体を取りまとめることはできないと判断し、平成１１年

度に遺物の整理を行い、報告書印刷は平成１２年度に行うこととした。

調査の組織

■平成８年度本調査

調査責任者　桑山　裕好（文化課長）

調　査　総　括　松本　健郎（主幹・文化財調査第２係長）

調　査　担　当　長谷部善一（学芸員）、北原美和子（嘱託）、阿南　　亨（嘱託）

■平成９年度本調査

調査責任者　豊田　貞二（文化課長）

調　査　総　括　島津　義昭（主幹・文化財調査第２係長）

調　査　担　当　村崎　孝宏（文化財保護主事）、北原美和子（嘱託）、阿南　　亨（嘱託）、河津　　摂（嘱託）

■平成１１年度整理・報告書作成

調査責任者　豊田　貞二（首席教育審議員・文化課長）

調　査　総　括　島津　義昭（課長補佐）、江本　　直（主幹・文化財調査第２係長）

報告書作成　村崎　孝宏（文化財保護主事）、村田百合子（臨時）

調査指導及び協力者（順不同）

　長谷部善一（熊本県立装飾古墳館主任学芸員）、熊本県土木部道路建設課、熊本県菊池土木事務所

　合志町教育委員会

第Ⅰ章　調査の概要



第Ⅰ章　調査の概要

－２－

第２節　調査の方法と経過

　当該地点での熊本大津線道路改良工事は、竹迫宇土遺跡の包蔵地内をほぼ東西に横断し、現道を南北両側

に拡幅する計画である。そのため調査区は、現道を挟み両側に設定されることとなり便宜的に北側をＡ区、

南側をＢ区として調査を行った。調査面積は、Ａ区（約５００㎡）、Ｂ区（約１，１００㎡）である。

　調査区が現道を挟んで南北２ヶ所に分断されているため、㈲埋蔵文化財サポートシステム熊本支店に業務

委託し、国土座標軸を使用する区画設定を行った。当該調査範囲は、両調査区とも幅が狭く距離が長いため

５ｍ×５ｍの区画を設定し、北→南へＡ～Ｊ、東→西へ１～２２とした。このようにして設定した区画を基本

として調査を実施した。なお、当該調査範囲には、先述したように現道により南北に区分される。そのため、

調査の便宜上、北側をＡ区、南側をＢ区として区分した。

　調査の手順と方法は、以下のとおりである。

　調査区がＡ、Ｂ区と２ヶ所に分散するため、表土除去作業後検出される遺構等の悪化を防ぐため、まずＡ

区について重機による表土除去を行い、その清掃の後５ｍ×５ｍの区画を設定し、南北軸の両端に便宜的に

杭を設定した。Ｂ区については、Ａ区の調査が終了した段階で表土除去作業を実施し同様に区画を設定した。

　調査は、遺構の検出と遺物の検出を中心に実施した。

　遺構は、平面形の確認を行った後に、土層堆積の観察を行うための土手を残し掘り下げた。　記録を行った。

その記録の後、残りを掘り下げ完掘し、全体像を確認する。

　この作業の途中で、検出された柱穴群から建物の復元が可能であるかの検討を行った。

　これらの作業の際に作成される資料には、１/１０、１/２０に縮尺して作る平面図、土層断面図、断面図など

がある。

　遺物の検出は、上記した遺構調査の完了後に実施した。検出遺物は、区画別、基本土層別、遺物の種類別

に台帳を作成し遺物番号を付した。この台帳に記載する事項には、土器型式、文様、石器器種、石材などが

ある。

　こうした発掘作業のほか、関連遺跡として周辺に分布する遺跡の所在確認調査を実施した。その成果は、

第Ⅱ章第２節の歴史的環境の項に示している。

　調査の経過は、下表のとおりである。

第１表　竹迫宇土遺跡発掘調査の経過

内　　　　　　　　容月

・現地において発掘調査範囲の確認と廃土仮置きのための場所の検討を行う。
・調査事務所の建設及び表土除去作業の準備を行う。
・合志町教育委員会の協力を得て、発掘調査作業員の募集を行う。

２

・Ａ区の表土除去作業を行い発掘調査を開始する。
・調査区内を清掃し、遺構の検出作業を行う。調査区画の設定。
・基本土層の確認。

３

・Ａ区の遺構検出と精査及び記録。
・Ａ区の掘り下げ、遺物の検出、取り上げ。
・遺構検出状況の写真撮影。

４

・Ｂ区の表土除去作業の実施。調査区画の設定。
・Ｂ区の遺構検出と精査及び記録。
・Ｂ区の掘り下げ、遺物の検出、取り上げ。
・遺構検出状況の写真撮影。

５

・Ｂ区の掘り下げ、遺物の検出、取り上げ。
・遺跡遠景写真撮影。
・調査終了、器材搬出。

６
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第１図　地形図
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第１節　地理的環境

　竹迫宇土遺跡の所在する合志町は、熊本県の北部に位置し、南東は菊陽町、西は西合志町、北東は泗水町、

大津町、南は熊本市と境を接する。東には阿蘇外輪山の一角をなすツームシ山（１，０６４ｍ）、鞍岳（１，１８６ｍ）、

矢護山等が連なり、これらの山塊の西側には阿蘇の大規模な火山活動による多くの噴出物が広範囲に堆積し、

合志台地を形成している。この合志台地は、火山灰土壌のため透水性が強く、雨水は地下に浸透し地表の流

水がほとんどみられないため、起伏の少ない傾斜の緩やかな地形を形成している。このような地形にあって

南西側には、褶曲運動による起伏で形成された群山（１４５ｍ）、飯高山（１２５ｍ）がみられる。

　当該地域の多くが標高６０～１００ｍの合志台地で占められ、東部に源を発する塩浸川が北西へ流れ台地に浅く

広い谷を刻んでいる。

　地質は、前述したように阿蘇起源の火山噴出物が厚く堆積した火山灰土壌であり、基層には菊池・託麻砂

礫層が存在する。

第Ⅱ章　遺跡の立地と環境

第２図　地形分類図



第２節　歴史的環境

１．旧石器時代

　現在まで合志町で確認されている遺跡は、２４ヶ所である。これらのうち旧石器時代に属する遺跡は、発見

されていない。周辺では、白川左岸の託麻台地に石の本遺跡群があり８区をはじめ２０、２２、５４、５５区等複数

の時期に属する良好な資料が提出されている。しかし、当該地域が所在する同右岸においては、熊本市庵の

前遺跡や谷口遺跡、竜田陣内遺跡等で断片的にその存在を知る資料が提出されているに止まる。

２．縄文時代

　当該地域において、現在まで確認されている縄文時代の遺跡は８ヶ所である。早期の押型文土器が出土し

た遺跡は、轟遺跡、野付遺跡等がある。このほかの遺跡からは、中期後半以降に属する遺物が出土している。

　このように現在当該地域で確認されている縄文時代の遺跡は、時期的に偏りが認められ中期後半～後期に

急激に増加する傾向が認められる。

　特に、御手洗遺跡は後期の「御手洗式土器」の指標となる資料が提出されている。

　また、これらの中で竹迫宇土遺跡は、以前から三万田式土器を出土する遺跡として周知されていた遺跡で

ある。

３．弥生時代

　弥生時代の遺跡は、９ヶ所である。その所属時期は、中期～後期である。それ以前の時期に属する遺跡は

未発見である。これらの遺跡は合志台地の間にみられる、小河川の浸食作用により開析された浅い溺谷に沿っ

て分布する。

　このうち、木瀬遺跡、中林遺跡、野付遺跡、千経塚遺跡等では当該期の住居址等が検出されており、当地

に集落が営まれていたことを知ることができる。しかし、調査事例は少なく、また調査が実施された千経塚

遺跡にあっても未報告であるため詳細については不明である。

４．古墳時代

　古墳時代に属する遺跡は、４ヶ所である。中林古墳、ヤンボシ塚古墳、虚空蔵横穴等である。しかし、調

査例が少なく、詳細については不明な点が多い。
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第３図　遺跡分布図
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第２表　遺跡地名表
番号　遺跡番号　 遺跡名　　　　　　所在地 　 時代  種別 指定 　　　　　　　備　考 

１ １６　伊坂上の原 伊坂　上の原 縄文・弥生 包蔵地  御領式・野辺田式土器
２ １７　ヒララ石 川辺　柏木 縄文・弥生 包蔵地  摺消、縄文支石墓、石斧
３ １８　四郎丸 川辺　小が原など 縄文・弥生 包蔵地  御領式・野辺田式土器
４ １９　西鶴 尾足　（通称西鶴） 縄文・弥生 包蔵地  
５ ２０　高永 新明　高永 縄文・古墳 包蔵地  御領式・須恵器
６ ２１　柏木 川辺　柏木 縄文・弥生 包蔵地  磨消縄文・御領式
７ ２２　西原 川辺　西原 縄文 包蔵地  曽畑式・阿高式土器・須恵器
８ ２８　尾足原 尾足　南原 縄文・弥生 包蔵地  御領式・野辺田式
９ ３６　前畑 新明　前畑 弥生・奈良 包蔵地  弥生、土師器、東路跡
１０ ３７　栄ノ平 新明　栄ノ平 縄文～中世 包蔵地  
１１ ３８　伊坂東原 伊坂東原 縄文～中世 包蔵地  
１２ ２　ワクド石 杉水　西の原、西ノ尾 縄文 包蔵地  籾痕ある御領式土器
１３ ３　塔の本 杉水　塔の本 縄文 包蔵地  押型文
１４ ５　尾鶴 杉水　小迫・尾鶴 縄文 包蔵地  縄文晩期・土師器
１５ １６　杉水上ノ原矢鉾 杉水　上ノ原・矢鉾 縄文・弥生 埋葬  甕棺墓、支石墓、縄文、弥生土器・土師・須恵
１６ １　原水大人足 原水　大人足 縄文～古代 包蔵地  
１７ ３　上沖野 原水　上沖野 縄文 包蔵地  
１８ ５　久保田下原 久保田　下原 弥生～平安 包蔵地  
１９ ６　久保田中原 久保田　中原 縄文・弥生 包蔵地  
２０ ７　久保田出分上原 久保田　上原 古墳 包蔵地  土師器
２１ ８　久保田中岡 久保田　中岡 弥生 包蔵地  
２２ ９　楠ノ木 久保田　楠ノ木 縄文・古代 集落  越　白磁
２３ １１　南方上 原水　南方下 縄文～中世 包蔵地  
２４ １２　柳水 原水　柳水 縄文～中世 包蔵地  
２５ １３　原水南上原 原水　上原 縄文～中世 包蔵地  
２６ ８　野付 福原　野付 縄文他 包蔵地  押型文、黒髪式甕棺
２７ ９　医者寺跡 竹迫　屋敷 中世 寺社  町 古塔、一字一石経塔
２８ １０　陣の内 幾久富　陣の内 弥生他 包蔵地  須玖式・野辺田式土器・石包丁
２９ １１　宮の前 上庄　宮前 弥生 包蔵地  弥生、須玖式・黒髪式・土師器
３０ １３　竹迫城跡 上庄　城山 中世 城  町 中世城
３１ １４　木瀬 上庄　（通称木瀬） 弥生 包蔵地  町 重孤文土器・石包丁
３２ １５　虚空蔵横穴 上庄　 古墳 古墳  
３３ １６　御手洗 幾久富　御手洗 縄文他 包蔵地  町 縄文後期・土師器・御手洗式
３４ １７　原口城跡（新城跡） 富岡　宮の本 中世 城  
３５ １８　桑鶴 竹迫　福原 縄文・弥生 包蔵地  町 昭５０年圃場整備
３６ １９　八久保 竹迫　（通称八久保） 縄文 包蔵地  阿高式・御領式
３７ ２０　竹迫宇土 竹迫宇土 縄文 包蔵地  三万田式 
３８ ２３　御領　 竹迫　福原 縄文他 包蔵地  土偶・御領式土器
３９ ２４　轟 豊岡　福原 弥生 包蔵地  黒髪式
４０ ３３　村吉 吉富　高畠 古代 包蔵地  蔵骨器・須恵器
４１ ３４　今寺横穴群 富納　野添 古墳 古墳  横穴群
４２ ４３　藤巻 永　藤巻 弥生 埋葬  甕棺
４３ ４５　鬼木製鉄跡 永　樋掛 古代・中世 包蔵地  鉱滓
４４ ４６　かんじゃ寺跡 永　福原 中世 寺社  
４５ ４７　富中ノ坂伽藍さん 吉富　大町 中世 寺社  
４６ ５０　富納 富納　居屋敷 弥生 包蔵地  須玖式・黒髪式土器、石斧
４７ ５１　硯町横穴群 住吉　硯町 古墳 古墳  須恵器
４８ ５２　下峯 住吉　狐塚 弥生 包蔵地  石包丁、黒髪式・野辺田式
４９ ５３　狐塚古墳 住吉　狐塚 古墳 古墳  
５０ ５４　備後塚古墳 住吉　備後塚 古墳 古墳  
５１ ５６　城山 住吉　城山 縄文～古代 包蔵地  蔵骨器・条痕文・御領式・青磁・西平式・野辺田式
５２ ５７　飛熊城跡 住吉　城山 中世 城  中世城
５３ ５８　住吉日吉神社 住吉　北小路 古墳～中世 包蔵地  須恵器・土師器・滑石釜・円面硯
５４ ５９　南住吉古墳 住吉　古閑 古墳　 古墳  石棺
５５ ６０　山王宮跡 住吉　北山王 中世・近世 包蔵地  寛永通宝・土師器坏
５６ ６１　東駄飼城 住吉　東駄飼城 古代 包蔵地  蔵骨器
５７ ６２　南山王 住吉　南山王 縄文 包蔵地  縄文土器・石斧・石匙・石鏃
５８ ６３　上住吉 住吉　福島　 古墳 包蔵地  土畳・土師器
５９ ６４　池上城跡 住吉　古閑 中世 城  
６０ ６５　飛熊 住吉　城下 古代 包蔵地  経筒
６１ ６７　南住吉 住吉　新屋敷 弥生・古墳 包蔵地  遠賀川式甕棺・須玖式甕棺・野辺田式・土師器
６２ ６８　華厳山広勝寺碑 住吉　北小路 中世 石造物  町 華厳山広勝寺境内
６３ ６９　合志隆岑墓碑 住吉　北小路 中世 石造物  町 華厳山広勝寺境内
６４ ７０　日頭山宣頓寺跡 住吉　福島 中世 寺社 　 仏像

※遺跡番号は「熊本県遺跡地図」　（熊本県教育委員会発行）と対応
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第３節　基本層位

　今回発掘調査を実施した竹迫宇土遺跡は、第Ⅵｃ層をＡＴ包含層として１１枚の土層が確認された。

　以下、各層ごとに説明を行う。

第Ⅰ層　表土層（耕作土）

第Ⅱ層　黒色土層

　この層は、堆積が薄く耕作等によって削平されており、部分的に確認された。粒子は細かく、サラサラと

している。層厚は、１０～１５㎝である。

第Ⅲ層　暗褐色土層

　粒子は細かく固くしまる。やや暗く濁った色調を呈するが、アカホヤ火山灰の土壌化した土層であると考

えられる。縄文時代後期に属する遺物を多量に包含する。層厚は、

２５～３０㎝である。

第Ⅳ層　黒褐色土層

　上層に比べて粒子が細かく、やや粘性を帯びる。層厚は、１５～２０

㎝である。

第Ⅴ層　暗褐色土層

　やや明るい色調を呈し、上層に比して柔らかい土質を呈する。層

厚は、３０～４０㎝である。

第Ⅵ層　暗褐色～黒褐色土層（ニガシロ）

　所謂、ニガシロと呼称される土層である。この土層は、その土質

及び土色等の違いから第Ⅵａ層～第Ⅵｅ層の５枚に分層できる。

　第Ⅵａ層は、暗褐色を呈し固くしまりガチガチとした土質を呈し、

漸移層である。細かな白斑粒子を含む。

　第Ⅵｂ層は、黒褐色を呈し固くしまりガチガチとした土質を示す。

細かな白斑粒子を含む。

　第Ⅵｃ層は、暗褐色を呈し固くしまりガチガチとした土質を示す。

上層に比して細かな白斑粒子を多量に含む。姶良Ｔｎ火山灰包含層

である可能性が指摘できる。

　第Ⅵｄ層は、黒褐色を呈し固くしまりガチガチとした土質を示す。

細かな白斑粒子を含む。

　第Ⅵｅ層は、褐色を呈し固くしまりガチガチとした土塊を含む。

下層との漸移層であると考えられる。

第Ⅶ層　黄褐色粘質土

　粒子が細かく粘性が強い。層厚は、４０～５０㎝である。第４図　基本土層図
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第１節　縄文時代の遺物

１．遺構

　明確に当該期に属する遺構は認められなかったが、遺物集中部の北側に焼土がまとまって検出されている。

遺物集中部は直径約３～４ｍ程度の範囲にまとまり、周辺では出土量が急減し散在する傾向を示す。このこ

とから、住居址の存在の可能性から遺構の壁面の立ち上がりや床面の検出等を行う目的で、土層確認の小ト

レンチを数ヶ所設定したが、明確な遺構の痕跡を認めるまでには至らなかった。

２．土器

　当該遺跡では、縄文時代後期に属する土器が２，０８７点出土した。しかし、接合により全体形が復元できる資

料は得られていない。その大半は、口縁部～胴部にかけての破片および底部である。そのため、特徴的な文

様を有する資料について図示するにとどめたい。

　これらの資料の大半は、施文されている文様とその構成に共通点が認められることや、遺物分布にまとま

りが認められることから比較的同一時期に残された、一括性の高い資料である可能性が指摘できる。

　掲載した資料については、第３表に、出土層位、器種、部位と残存高、内外器面の色調、焼成、胎土混入

物、調整・文様等詳細について記載した。

　以下、器種ごとに説明を行う。

１）深鉢形土器（第８図１～２６、第９図２７～４７、４９～５１、第１０図５２～６０、６４～７０、第１１図７２、８０～８４）

　これらの資料は、第８図５、第１０図６７、第１１図８４を除き、内外器面ともよく研磨されている。

　口縁部の形態的特徴には、波状をなすもの（第９図２７～３７、３９、４０、４２、４９～５１、第１０図５７、５９、６４、第

１１図７６）やそうでないもの（第８図２、第９図３８、４１、４４～４８、第１０図５２～５４、６６、６７、第１１図７２）がみら

れる。前者には波状口縁の頂部に原体によるＶ字状の押圧が施され、口縁部に平行して２条の沈線文を施す

ものが認められる（第８図２、第９図３８、４１、４４～４７、第１０図５２～５４、６０、６６、６７、第１１図７２）。また、第１０

図６４は波状口縁の頂部から垂直方向に２ヶ所板状円形の粘土を張り付け中央を押し窪めている。第１０図６５に

も同様の粘土による浮文が認められる。

　文様構成では、縄文、平行沈線文、平行沈線文＋浮文、平行沈線文＋細線羽状文、平行沈線文＋磨消縄文

＋鋸歯状沈線文等バリエイションが認められる。

　第１０図５２～５４は内外器面とも丁寧に研磨され、施文は口唇部のみに認められる。第１０図５９は、波状を呈す

る口縁頂部の資料である。口縁部に平行して２条の沈線文が施されている点では共通するが、頂部にＶ字状

の押圧は認められず、口唇部と上位の沈線との間に細線羽状文が施される。同様の文様構成をもつ資料に第

１０図５７がある。波状を呈する口縁部形態は共通し、以下に３本の沈線が施され、口唇部と上位の沈線との間

及び下位の沈線の下方の２ヶ所に細線羽状文を施す。同様の文様を施文する胴部資料として第１０図５８がある。

第８図２は、平行沈線文＋磨消縄文＋鋸歯状沈線文が認められる資料である。その他の資料は、口縁端部に

２～３条の平行沈線文を施すものである。

　胴部資料は、頸部の屈曲と胴部の膨らみといった全体形を類推する上で重要な情報を提供している。これ

らの資料の文様構成は、複数の平行沈線文を施文する点で共通する。また、第８図１９、２０は２～３本の沈線

にかけて「Ｘ」字状文を施す。破片の一部に同様の文様の痕跡が認められるものとして第８図３、１５～１８、

２１、２３がある。特に第８図３は、磨消縄文が認められ第８図４、６との共通性も指摘できる。
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第５図　遺構配置図



　第１０図６０は特に留意が必要な資料である。内外器面とも丁寧に研磨され、口縁部近くに作り出された稜上

に斜方向の縄文を連続して押圧し、羽状文との関連性を指摘できる資料である。

２）浅鉢形土器（第９図４８、第１０図６１～６３、第１１図７３～７５、７７～７９）

　これらの資料は、前述した深鉢形土器と共通した文様構成が認められるが、資料数が少なくバリエイショ

ンはより少ない。

　また、深鉢形土器に認められる沈線文より幅があり凹線文とするべきものであろう。施文の在り方では、

第１０図６１、６２のように凹線文間に細線羽状文を施すものと、第１１図７３～７５、７７～７９の凹線文のみを２～３条

施すものとが認められる。

３）注口土器

　第１０図７１は、注口土器の注口部の資料である。この器種に属する資料は、抽出できなかったため、全体形

等の情報を知ることはできない。しかし、当該遺跡で検出された資料の所属時期、分布の在り方等が比較的

まとまりを示すことから同様の時間的位置づけが可能であろう。

４）その他の土器

　第１１図７６は、口縁端部が丸みをもち原体刺突による刻みが施されている。北久根山式に比定できる資料で

あろうか。

　第１１図８４は、内外器面に粗い条痕文を施す。曽畑式系に比定できる資料であろう。

　これらの土器の存在は、当該遺跡の所属時期の幅を理解する資料として重要である。つまり、当該地は断

続的に利用された痕跡を認めることができ、その利用の中心的時期は後期であろう。
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第７図　遺物分布図

第６図　遺構実測図
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第８図　遺物実測図



第９図　遺物実測図
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第９図　遺物実測図
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第１０図　遺物実測図
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第１１図　遺物実測図
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第３表　土器観察表
図版 層位 器種  部位　　残存高　　　　　　　色調  　　胎土混入物 構成　　　　　　　　調整・文様
番号   　　　　（㎝） 　　外面 　　内面   　　　外面 　内面

１  Ⅲ 深鉢 口縁部 ８.７ 明黄褐色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
２ 一括 深鉢 口縁部 ２.８ 灰黄褐色 灰黄褐色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・磨消縄文・平行沈線文・鋸歯状沈線文 ミガキ
３  Ⅲ 深鉢  胴部 １.４ 黒褐色 暗灰黄色 微砂粒・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
４  Ⅲ 深鉢  胴部 １.９ 褐灰色 褐灰色 微砂粒 良好 ミガキ・平行沈線文・刺突文 ミガキ
５ 一括 深鉢  胴部 ３.９ 褐灰色・にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ナデ・平行沈線文 ナデ
６  Ⅲ 深鉢  胴部 ２.３ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文・磨消縄文 ミガキ
７ 一括 深鉢  胴部 ２.２ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 
８ 一括 深鉢  胴部 ３.０ 褐灰色 灰黄褐色 微砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
９  Ⅱ 深鉢  胴部 ２.４ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 微砂粒・長石・角閃石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１０ 　 深鉢  胴部 ２.９ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 微砂粒・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１１  Ⅲ 深鉢  胴部 ３.４ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１２  Ⅲ 深鉢  胴部 ３.２ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１３  Ⅲ 深鉢  胴部 ２.７ 灰黄褐色～褐灰色 にぶい黄褐色 微砂粒・角閃石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１４ 　 深鉢  胴部 １.７ 黄灰色 にぶい黄色 微砂粒 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１５ 一括 深鉢  胴部 ２.４ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１６  Ⅲ 深鉢  胴部 ３.２ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１７  Ⅲ 深鉢  胴部 ２.６ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒・長石・石英・角閃石 普通 ミガキ・平行沈線文 
１８ 一括 深鉢  胴部 ３.５ 黒褐色 灰黄色 砂粒・長石・金雲母 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
１９  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.７ 灰黄褐色 灰黄褐色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文・Ｘ字状文 ミガキ
２０  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.７ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒・長石・赤褐色粒 良好 ミガキ・平行沈線文・Ｘ字状文 ミガキ
２１  Ⅲ 深鉢  胴部 ３.５ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ ミガキ
２２  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.８ 灰黄褐色 灰黄色～黒褐色 砂粒・長石・角閃石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
２３  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.３ にぶい黄色 黒色 砂粒・角閃石・金雲母・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
２４  Ⅲ 深鉢  胴部 ５.７ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・沈線文 ミガキ
２５ 一括 深鉢  胴部 ２.２ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・長石・石英・角閃石 良好 平行沈線文 
２６  Ⅲ 深鉢  頚部 ３.５ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色～褐灰色 砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
２７ 一括 深鉢 口縁部 ２.７ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
２８  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.３ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・雲母・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
２９ 一括 深鉢 口縁部 ４.５ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・石英 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３０  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.６ 褐灰色 にぶい黄橙色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３１  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.７ 褐灰色 黒褐色 微砂粒・長石・石英・雲母 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３２  Ⅲ 深鉢 口縁部 ２.６ 褐灰色・黒褐色 褐灰色 砂粒・金雲母・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ・沈線
３３  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.７ 褐灰色 褐灰色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３４  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.３ 褐灰色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３５  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.７ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３６  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.２ 黒褐色 黒褐色 微砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３７ 　 深鉢 口縁部 ３.７ 黒褐色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石・金雲母 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
３８ 一括 深鉢 口縁部 ４.０ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ 
３９  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.６ にぶい黄橙色 灰黄褐色 砂粒・角閃石・石英 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
４０ 一括 深鉢 口縁部 ２.６ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ・沈線
４１  Ⅱ 深鉢 口縁部 ５.３ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
４２ 一括 深鉢 口縁部 ５.４ 褐灰色・にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
４３  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.７ 黒褐色 灰黄褐色 微砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
４４  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.１ 黒褐色 黒褐色 微砂粒・長石・角閃石・金雲母 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ 
４５ 一括 深鉢 口縁部 ５.２ 黒褐色 褐灰色 微砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
４６  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.１ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ 
４７  Ⅲ 深鉢 口縁部 ５.１ にぶい黄橙色・黒褐色 にぶい黄褐色 砂粒・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ 
４８ 一括 浅鉢 口縁部 １.８ にぶい褐色 にぶい黄橙色 砂粒・長石 良好 ナデ・平行沈線文 ナデ 
４９  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.３ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
５０  Ⅲ 深鉢 口縁部 ５.１ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 微砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
５１  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.０ 灰黄褐色 にぶい黄褐色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
５２ 一括 深鉢 口縁部 ２.０ 黒褐色 暗灰黄色 微砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・口唇部に縄文 ミガキ・沈線文
５３  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.７ 褐灰色 にぶい黄褐色 砂粒・角閃石・雲母 良好 ミガキ・口唇部に貝殻疑似縄文 ミガキ 
５４  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.７ 灰黄褐色 黒褐色 微砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・口唇部に貝殻疑似縄文 ミガキ・沈線文
５５  Ⅱ 深鉢  胴部 ２.５ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ・磨消縄文 ミガキ
５６ 一括 深鉢  胴部 ３.０ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・沈線文・縄文 ミガキ
５７  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.１ にぶい黄橙色 褐灰色 微砂粒・角閃石・雲母 良好 ミガキ・平行沈線文・細線羽状文 ミガキ
５８  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.０ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・金雲母・長石 良好 ミガキ・平行沈線文・細線羽状文 ミガキ
５９ 一括 深鉢 口縁部 ２.７ 褐灰色 黒褐色 微砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文・細線羽状文 ミガキ
６０  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.４ 黒褐色 黒色 微砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・沈線文・細線羽状文 ミガキ・沈線文
６１ 一括 浅鉢 口縁部 ２.２ にぶい黄褐色～褐灰色 黒褐色 微砂粒 良好 ミガキ・凹線文・細線羽状文 ミガキ 
６２ 一括 浅鉢 口縁部 ３.３ 黒褐色・にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・凹線文・細線羽状文 ミガキ 
６３ 一括 浅鉢 口縁部 ２.３ にぶい黄橙色 黒褐色 砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ 
６４  深鉢 口縁部 ５.４ 灰黄褐色～黒褐色 灰黄褐色 微砂粒・角閃石・石英・長石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
６５  Ⅲ 深鉢  胴部 ３.８ にぶい橙色 褐灰色 微砂粒・長石 良好 ミガキ・沈線文・円形浮文 ミガキ
６６ 一括 深鉢 口縁部 ４.１ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 微砂粒・角閃石 良好 ミガキ・平行沈線文 ミガキ
６７  Ⅱ 深鉢 口縁部 ３.７ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・長石・石英・角閃石 良好 ミガキ ミガキ
６８  Ⅲ 深鉢  頚部 ３.３ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ ミガキ 
６９  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.１ 褐灰色 にぶい黄橙色 砂粒・金雲母・長石 良好 ミガキ ミガキ
７０  Ⅲ 深鉢 口縁部 ４.４ にぶい橙色 にぶい黄褐色 砂粒・長石・角閃石 良好 ミガキ・沈線文 ミガキ
７１  Ⅲ 注口土器 注口部 ７.７ 黒褐色 にぶい黄褐色 砂粒・角閃石・長石 良好 ミガキ ミガキ
７２ 一括 深鉢 口縁部 ４.４ にぶい黄色 にぶい黄色 砂粒・角閃石・長石 良好 ナデ・条痕 ミガキ
７３  Ⅲ 浅鉢 口縁部 １.８ 褐灰色 黒褐色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ・凹線文 ミガキ
７４  Ⅳ 浅鉢 口縁部 ３.１ 暗灰黄色 灰黄色 砂粒・長石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ・凹線文 ミガキ
７５  Ⅱ 浅鉢 口縁部 ４.８ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ・凹線文 ミガキ
７６  Ⅲ 深鉢 口縁部 ３.６ 灰黄褐色 にぶい黄色 砂粒・角閃石 良好 ナデ・条痕 ナデ
７７  Ⅲ 浅鉢 口縁部 ６.５ 褐灰色・にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ナデ・凹線文 ナデ
７８  Ⅲ 浅鉢 口縁部 ３.７ 灰黄褐色 灰黄色 砂粒・長石 良好 ミガキ・凹線文 ヨコナデ
７９  Ⅲ 浅鉢 口縁部 ３.７ 灰黄褐色・黒褐色 褐灰色・にぶい黄褐色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ・凹線文 ナデ
８０  Ⅱ 深鉢  胴部 ３.８ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・褐色砂粒 良好 ナデ・沈線文 ナデ
８１  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.２ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・赤褐色砂粒 良好 ミガキ・沈線 ミガキ
８２  Ⅲ 深鉢 口縁部 ５.４ 褐灰色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石・長石 良好 ナデ・沈線 条痕後ナデ
８３  Ⅲ 深鉢  胴部 ７.５ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒・角閃石 良好 ミガキ・沈線 ヨコナデ
８４  Ⅲ 深鉢  胴部 ４.７ 黒褐色 灰黄褐色 微砂粒・長石 良好 条痕調整後ナデ 条痕 
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３．石器

　竹迫宇土遺跡では、３３０点の石器が出土した。層位別では、第Ⅱ層～第Ⅲ層にかけて出土している。しかし、

その中心は第Ⅲ層上位面から中位面にかけて認められる。

　検出された石器に利用されている石材は、黒輝石が圧倒的に多く、その他では安山岩、チャート等があり、石

材選択にはバラエティーが認められるが、その利用の在り方には偏りがみられる。また、利用される黒曜石

の大半は、乳白色を呈する姫島産で、挟雑物を含まないものが主体を占める。また、西北九州産の漆黒色を

呈する良質の黒曜石も利用され、原産地別では比較的まとまった利用傾向が窺える（第４表）。

　また、黒曜石の石質からＡ～Ｃ類に細分可能である。Ａ類は、漆黒色を呈し夾雑物をほとんど含まず透明

度の高い良質の黒曜石であり、腰岳産に比定できる資料であろうか。Ｂ類は、漆黒色を呈し夾雑物はほとん

ど含まないが透明度が低い良質の黒曜石で、牟田産に比定できようか。Ｃ類は、乳白色を呈し夾雑物をほと

んど含まない良質の黒曜石であり、礫面の状態から姫島産と考えられる。

　図示した石器の器種は、石鏃（第１２図１～１０）、石匙（第１２図１２）、削器（第１２図１３）、石錐（第１２図１１）、

磨製石斧（第１３図２０）、打製石斧（第１３図１９）、二次加工ある石器（第１２図１５、１６）使用痕ある剥片（第１２図

１４、１７、１８）である。

　以下、器種ごとに説明を行う。

１）石鏃

　当該遺跡において石鏃は１５点出土し、うち１０点を図示した。欠損部位別では、完形６点、先端部欠失３点、

片脚部欠失１点、先端部及び両脚部欠失１点、左（右）側１/２残存１点、脚部末端のみ残存３点である。こ

れらの石器に利用されている石材は、黒曜石が卓越し８０％を占める。黒曜石では、Ａ類及びＣ類が主体的に

利用されている。

　これらの石器の形態的特徴は、第１２図１、４、５のように左右両側縁に屈曲する角をもつものが認められ

る。この種の形態は、従来「五角形鏃」あるいは「ジェット機鏃」と呼称されていたものであろう。また、

第１２図３、５は素材剥片の主要剥離面が観察される。その在り方から縦長剥片を素材とすることが理解され、

黒曜石Ａ，Ｂ類と縦長剥片剥離技術との関係を示唆するものであろう。

２）石匙

　石匙に分類できる資料は、第１２図１２の１点のみである。調整加工は、つまみ部と石器先端部に施され、素

材剥片の形状を大きく変更せず作り出されている。素材剥片の形状は、末端部でノの字状に曲がる特徴を有

第４表　石器組成表

計その他片　岩蛇文岩安山岩チャート
黒　　曜　　石 石　材

器　種 Ｃ類Ｂ類Ａ類

１５２１６２４石　　鏃

１１石　　匙

１１石　　錐

１１削　　器

１１楔形石器

１１磨製石斧

１１打製石斧

６２４二次加工ある石器

９２３４使用痕ある剥片

３６０１１２１１１６１４小　　計

５４１石　　核

３７３１６剥　　片

２５２８３１７７１３６１７６４砕　　片

３３０８１４１９８１８２３０７８合　　計
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する縦長剥片である。表面に礫面を残すが、表裏面に観察される剥離面の方向は同一である。この素材剥片

の末端部側をつまみ部側に設定し、作り出されている。

３）削器

　削器に分類できる資料は、第１２図１３の１点のみである。素材剥片の形状は縦長剥片であり、表裏両面で観

察される剥離面の方向は同一軸上にある。両側縁に細かな調整加工が施される。

４）石錐

　石錐に分類できる資料は、第１２図１１の１点のみである。石器の基部側及び錐部先端を欠失している。表裏

両面に残された剥離面から素材剥片の形状は、縦長剥片と考えられる。また、表裏面で観察される剥離面の

方向は、同一である。

５）石斧

　石斧として分類できる資料は、２点出土した。第１３図１９は打製石斧である。石材は、片岩である。縁辺全

周に調整加工を施し形状を整えている。形態的には、短冊型に分類できる資料である。

　第１３図２０は、蛇文岩製の磨製石斧である。刃部の一部を欠失している。研磨は表裏両面とも入念に施され

ているが、縁辺部には部分的に製作時の剥離痕が認められる。

６）二次加工ある石器

　二次加工のある石器は６点出土し、うち２点を図示した。第１２図１５、１６とも縦長剥片を素材とし、裏面側

に加工を施す。１６は、ノッチ状を呈する加工が施される。両者とも、表裏両面の剥離面の方向は同一である。

７）使用痕ある剥片

　使用痕ある剥片は９点出土し、うち３点を図示した。第１２図１４は、表裏両面に観察される剥離面の方向は

概ね同一軸上にある縦長剥片である。使用痕は、両側縁に観察される。第１２図１７は縦長剥片を素材とし、そ

の使用痕は両側縁に観察される。先端部を欠失している。第１２図１８は打点部側及び先端部側を欠失する縦長

剥片である。使用痕は両側縁に観察され、表裏両面の剥離面の方向は同一である。

第５表　石器計測表

備　　考グリッド、
層登録番号

計　測　値
石　材器　　種番号

重さ（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）

完形Ⅲ、１６４６１.４５.０１８.０３７.０黒曜石Ａ石　 　 鏃１

完形Ⅲ、６３８０.９５.０１４.０２４.０黒曜石Ｃ〃２

完形Ⅲ、１４８０.５３.０１３.０２５.０黒曜石Ｂ〃３

完形Ⅲ、１８３７０.７５.０１５.０１９.０黒曜石Ｂ〃４

先端部欠失Ｄ-１３、一括０.９３.０１８.０２０.０黒曜石Ａ〃５

片脚欠失Ⅲ、２３６０.９０.６１４.０２７.０黒曜石Ｃ〃６

完形Ⅲ、９９４１.２５.０１４.０２４.０安 山 岩〃７

完形Ⅱ、２２０３１.５５.０１９.０３４.０安 山 岩〃８

先端部欠失Ⅲ、２０００.４３.０１６.０１３.０黒曜石Ｃ〃９

先端部欠失Ⅲ、８９２０.４０.４１３.０１４.０黒曜石Ｃ〃１０

基部、錐部先端欠失Ⅲ、１４５２１.９７.０２３.０２２.０黒曜石Ｂ石　 　 錐１１

完形Ⅱ、２２５３２.５５.０１２.０５０.０黒曜石Ａ石　 　 匙１２

Ⅲ、９８４７.２１０.０１４.０７１.０黒曜石Ａ削　 　 器１３

Ⅲ、２３８２３.１６.０１３.０４３.０黒曜石Ａ使用痕ある剥片１４

Ⅲ、４９３２.９７.０２３.０２７.０黒曜石Ａ二次加工ある石器１５

一括５.４９.０１７.０４４.０黒曜石Ａ〃１６

Ⅲ、１４７６２.５５.０２１.０２７.０黒曜石Ａ使用痕ある剥片１７

Ⅲ、１８４３１.７５.０２５.０２０.０黒曜石Ａ〃１８

Ⅲ、５８５１４６.０１３.０７１.０１２５.０片  　岩打 製 石 斧１９

Ⅲ、２３９７１７１.０２２.０４７.０１１６.０蛇 文 岩磨 製 石 斧２０
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第１２図　遺物実測図
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第１３図　遺物実測図
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第１４図　遺構実測図
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第２節　その他の時代の遺構と遺物

　当該遺跡において、所属時期が不明な遺構が検出された。溝状遺構及び土坑である。当地は、現在竹迫宇

土遺跡の所在する台地をほぼ東西方向に分断し、県道熊本大津線が走る。今回の調査は、この県道拡幅に伴

い南北両側で狭長な調査区を設定し実施した。その結果、南北両調査区において対応する溝状遺構が検出さ

れた（第５図）。

　その在り方は、南北方向にほぼ等間隔に並行する状態で確認される。これらの遺構の埋土は、サラサラと

した黒色土で共通した状況が窺える。当地の表層地質がクロボク土壌であることから、遺構の所属時期は比

較的新しいものと考えられよう。

　しかし、これらの遺構の時期を明確にする遺物等は出土していないため、詳細な時期決定が行えない。た

だし、当該遺跡の所在する台地を道路が大きく削り込み比高差が認められ、同様に溝状遺構も南北に分断さ

れている。このことから、道路が現状のように台地との比高差をもって作られた時期より古いものと考えら

れる。

　また、ほぼ同一方向に等間隔で認められることから、畑地等耕作地に伴う境界である可能性が指摘できよ

う。

第１５図　遺構実測図
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　竹迫宇土遺跡において検出された遺物のなかで最も数量的に多いのは、縄文時代後期に属する資料である。
　今回の発掘調査において、同時期の遺構等が検出されず、出土した土器についても接合による個体復元の
割合が低い。このことは、当該地に存在する遺跡の広がりといった範囲と調査区の面積や位置関係によるも
のであろう。
　つまり、現在を生きる我々の生活の利便性を高めるために実施される種々の開発行為によって、遺跡全体
の中で破壊を余儀なくされる範囲について、止むを得ず記録保存されることになる。今回、当該地において
実施した発掘調査とその結果に基づく報告書の作成には、そうした意味がある。このように、遺跡全体の範
囲のうち部分的に発掘調査を実施し、記録保存することにより周囲に残された遺跡の様相を断片的にではあ
るが理解されることは意義のあることと考える。
　そこで、出土した遺物について検討を行い、当該遺跡のまとめを行う。
　当該遺跡において出土した土器資料は、前述したように接合による器形等の個体復元の割合が低い。しか
し、それぞれの器種ごとや部位別に、形態的特徴や文様構成等を観察することにより、その所属時期や型式
といった情報を得ることができる。出土した資料の器種組成は、深鉢形土器、浅鉢形土器、注口土器である。
これらの資料の口縁部形態は、波状を呈するものとそうでないものとがみられる。また、前者には波状頂部
を原体で押圧する特徴を示すものである。この部位の文様構成は、前者では頂部に施された押圧痕を中心に
口縁に沿って平行する２～３本の沈線文が施される。後者では、口縁に沿って平行する２～３本の沈線文が
施され、両者とも共通した要素が認められる。胴部資料は、頸部から胴部にかけてくびれ膨らみをもつ胴部
形態へと移行する状況が観察される。これらの文様構成では、縄文、平行沈線文、平行沈線文＋浮文、平行
沈線文＋細線羽状文、平行沈線文＋磨消縄文＋鋸歯状沈線文等バリエイションが認められる。
　これらの土器資料にみられる形態的特徴や文様構成から、磨消縄文系の太郎迫式土器と細線羽状文系の三
万田式土器に比定できるものと考えられる。このことから当該遺跡の所属時期と時間幅については、縄文時
代後期後半の２型式間にまたがるものと類推される。しかし、当該期に属する遺構等が検出されておらず両
者の時間的先後関係あるいは並行関係等の詳細については明確にし得ない。ただし、両者の関係について留
意すべき資料が検出されている。第１０図６０の資料である。この資料は、縄文による疑似羽状文が施文される。こ
のことは、両土器型式が共伴する可能性が高いことを示唆するものであろう。
　また、当該遺跡から出土した石器資料は、土器資料に比して多くない。しかし、その石材利用の在り方は
素材剥片の形状から類推される剥片剥離技術の特徴と併せて興味深い資料である。
　つまり、出土した資料のうち黒曜石の占める割合が約８７．９％と圧倒的に高く、その中でも黒曜石A，C類が
卓越する。この両石材は、石鏃では拮抗した状況が窺えるが、その他の器種では黒曜石A類が卓越する。黒
曜石A類を利用する石器の剥離構成は、表裏両面ともほぼ同一方向かあるいは同一軸上にあるといった特徴
を有し、縦長剥片を意識的に生産していることが理解される。しかし、当該遺跡からは同類に属する石核は
出土せず、製品及び砕片のみである。このことから、素材剥片の形状による搬入も考えられよう。この種の
剥片剥離技術は、縄文時代後期に位置づけられる「鈴桶技法」の範疇で捉えられるものと考えられよう。
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Ａ区完掘状況

Ｂ区完掘状況
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１号構

２号構

３号構
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４号構

５号土坑

６号構
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７号構

８号構

９号土坑
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１０号構
北西→南東

１０号構
南東→北西

焼土集中１
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焼土集中２

焼土集中１
完掘状況

焼土集中２
完掘状況



第Ⅳ章　総括

－３３－

３

４

２

１４

１

５１３ １２

８ ９
１６

４０

４６ １０ ２５

１７２６６１５４８

２１
７

２０



第Ⅳ章　総括

－３４－

３５ ２７

２８

２９

１１

４１ ４７

５０

４９ ３９ ３８

１８

３２

３０

３３ １９
３１

２３

２４

２２



第Ⅳ章　総括

－３５－

４２
３７ ３４

３６

４３ ４４
５２

６０ ４５

５３

５９ ５６
５５

５７

５１
７０

５８
６６

６７
６９ ６８

６５



第Ⅳ章　総括

－３６－

６４ ７５

６１
６２

８０

６３

７３

７８

７６

７９ ７７

７４

８２

８３

７１ ８１

８４
７２



第Ⅳ章　総括

－３７－

１ ４
７

５ ８ １１

２ ６ １０９

５４



第Ⅳ章　総括

－３８－

１４
１５

１２

１３

１６

１８

１７

１９ ２０



第Ⅳ章　総括

－３９－
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竹迫宇土遺跡書 名

県道熊本大津線単県道路改良事業に伴う埋蔵文化財調査副 書 名

熊本県文化財調査報告シリーズ名

第１９２集シリーズ番号

村崎　孝宏編 著 者 名

熊本県教育委員会編 集 機 関

熊本市水前寺６丁目１８-１所 在 地

平成１２年１２月２８日発行年月日

調査原因調査面積調査期間コード
市町村：遺跡番号所　　在　　地所収遺跡名

道路建設１,６００㎡１９９７．０３．０１～
１９９７．０６．３０　４３４０５：０２０熊本県菊池郡合志町竹迫宇土竹迫宇土遺跡

特記事項主な遺物主な遺構主な時代遺　跡　名

曽畑式系土器
三万田式系土器
石器類

焼土集中部縄文時代前、後期竹迫宇土遺跡
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付　編

１．この付編は、堀川（促進）都市小規模河川改良事業に伴い、事前に実施した文化財調

査の調査報告である。

２．調査を実施した遺跡は、熊本県菊池郡西合志町須屋に所在する堀川眼鏡橋で、熊本県

菊池土木事務所の依頼を受け熊本県教育委員会が実施した。

３．当該遺跡の調査は平成９年度に実施した。その報告は平成１２年度に行うこととし、「竹

迫宇土遺跡」調査報告の付編として掲載した。

４．地形図は、建設省国土地理院発行の１/２５，０００を使用した。

５．現地での実測作業については、㈱パスコ熊本営業所に委託した。

６．実測図は１/２０で作成し、１/８０で掲載した。

７．付編の執筆は、村崎が担当し、Ⅱ－�「遺跡の概要」については、熊本県文化課文化

係指導主事冨岡重則の助言を得た。

８．付編の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、村崎が担当した。
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Ⅰ　調査の概要
　�　調査に至る経緯

　熊本県教育庁文化課は、平成７年１０月２６日付け教文第１０９４号で熊本県菊池土木事務所あて「平成８年度

予定の公共事業照会」を行い、平成７年１１月１７日付け菊土第１０３６号により回答された。

　提出された内容について、遺跡台帳との照合及び現地踏査を実施し、その結果を菊池土木事務所長あて

通知した（平成８年５月２２日付け教文第３７３号）。当該事業予定地については、文化財（建造物）「堀川眼

鏡橋」に該当するため、文化財保護の観点から工事に際してその取扱い等について熊本県教育庁文化課と

協議が必要となる旨通知した。

　このことを受け熊本県教育庁文化課と熊本県菊池土木事務所と協議を重ね、現状での保存は困難であり

解体し架け替えを行うこととなった。そのため記録保存を行うこととし、熊本県教育庁文化課は平成９年

６月２７日～７月３１日に現地における調査を実施した。

　報告書作成については、年度内に遺跡全体を取りまとることはできないと判断し、平成１１年度に図面の

整理を行い、報告書印刷は平成１２年度に行うこととした。

　�　地理的環境

　堀川眼鏡橋の所在する西合志町は、熊本市の北部に位置し、東は合志町、菊陽町、西は植木町、北は泗

水町と境を接する。東には阿蘇外輪山の一角をなすツームシ山（１，０６４ｍ）、鞍岳（１，１８６ｍ）、矢護山等が

連なり、これらの山塊の西側には阿蘇の大規模な火山活動による多くの噴出物が広範囲に堆積し、合志台

地を形成している。この合志台地は、火山灰土壌のため透水性が強く、雨水は地下に浸透し地表の流水が

ほとんどみられないため起伏の少ない傾斜の緩やかな地形を形成している。

　当該地域は、同台地の西端に位置し標高６０～１００ｍを測る。北部の塩浸川や上生川が台地に浅く広い谷

を刻んでいる。

　地質は、前述したように阿蘇起源の火山噴出物が厚く堆積した火山灰土壌である。熊本市との境界沿い

には、堀川が東西に貫流する。同河川は、菊池郡南部、白川右岸の洪積台地を流れ、菊池郡菊陽町原水か

ら同郡合志町幾久富の南部、西合志町須屋を経て、熊本市鶴羽田で坪井川に注いでいる。流路延長１８．８㎞、

流域面積４３．８㎞である。堀川眼鏡橋が所在する須屋は、同町南西端に位置する。

　�　歴史的環境

　西合志町須屋には、堀川が東西に貫流する。この河川は、菊池郡菊陽町原水から熊本市鶴羽田に至り、

坪井川に注ぐ。原水より上流は上井手と呼称される灌漑用水路で、菊池郡大津町の瀬田上井堰により白川

の水を導き段丘面の水田を潤している。この上井手は、元和４年肥後藩主加藤忠広により開削が始められ、

寛永１４年細川忠利の時代に竣工したと伝えられる。熊本城下から菊池に至る菊池往還と同河川が交差する

地点に堀川眼鏡橋が架設されている。

　堀川眼鏡橋が所在する須屋は、慶長９（１６０４）年の検地帳では名請人２１人、屋敷持１８戸、田１２町３反９

畝、畠・屋敷４１町６反４畝余、分米３８６石２斗余とされ、同１３（１６０８）年では、戸数２０戸、家数５１軒、人

口４６人と記録されている。寛永１０（１６３３）年の人畜改帳によると上生組に属し、その後竹迫手永に属した。

　当地には、熊本城下から菊池市隈府を結ぶ菊池往還が走る。この往還は、熊本城下から立田口（東坪井）

を出て熊本市薬園町で大津街道と分岐し、三軒町通りから西合志町須屋、黒石、御代志、泗水町高江を経

て菊池市隈府に至る。「肥後国誌」によると、府新一町目札ノ辻（熊本市新町１丁目）から隈府町御高札

場（菊池市隈府）まで６里と記され、日田往還の一部である。

　また、この往還は須屋において熊本と鹿本郡鹿北町椎持を結ぶ椎持往還と分岐する。

Ⅱ　遺跡の概要
　�　調査の方法と経過

　堀川眼鏡橋は、県道熊本菊鹿線の近世初期に開削された堀川に架かり河床との比高差が約１０ｍである。
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同橋は、上部にアスファルト舗装が施され現在も使用されている。当該事業は、小規模河川改良事業に伴

い解体し架け替えられる同橋の記録保存を目的とする。また、解体にあたっては、交通止めの措置がなさ

れ、調査終了後に工事が行われる。そのため、調査は安全面に十分な注意を払いながら迅速に処理するこ

とが望まれる。そこで、まず上部のアスファルト舗装を除去し、石橋を検出した後調査を開始した。

　実測作業を正確且つ安全に実施するため、㈱パスコ熊本営業所に委託し写真測量を行った。

　撮影条件、撮影方法、現況図作成等に必要な工程及び使用機材の計画等については、綿密な打ち合わせ

を行うこととし、撮影及び写真処理、図化にあたっては以下の点に留意することとした。

　撮影縮尺は、１/１００～１/１５０を標準とし、撮影はクレーン及び撮影アームを使用して目的にあった撮影

方法を選択する。その際、調査範囲の形状、対空標識等の配置を考慮し、実体空白部を生じないように留

意する。撮影には、ハッセルブラッドＭＫＷＥ（Ｆ＝４０㎜：フィルム６㎝×６㎝）又は、これと同等以上

の性能を有するカメラを使用する。同一コースの隣接写真間の重複度は、６０％を標準とし、隣接コースと

の相互間は３０％を標準とした。写真処理にあたっては、写真画像の損傷、汚損、歪曲等が生じないよう細

心の留意を図ることとした。このようにして撮影し、写真処理されたデータを基に１/２０の縮尺で図化を

行った。

　�　遺跡の概要

　堀川眼鏡橋は、全体として緩やかなアーチを描き、基礎と輪石局部への荷重負担が大きいため、建設に

あたっては石材の選択や安全の確保等十分な配慮が必要であったと考えられる。

　同橋は、構造上から架橋以後２度にわたる改修が実施されていることが、Fig、２、３、４～７、９～１１

により確認される。１度目は、上流側への拡幅であり、次が近年の橋面へのアスファルト舗装である。

　１度目の改修については、橋梁裏面において上流側と下流側において用いられている石材の加工に差異

が認められ、左右両岸の基盤においても確認できる。このことは、江戸時代末期に架橋され、明治時代に

拡幅されたとの伝承と一致する。上流側の輪石側面に凸面状の加工が認められ、橋梁裏面側にも同様の加

工が上流側のみに一定幅をもって確認される。このような加工は、橋梁側面のデザイン的配慮としてだけ

でなく、裏面側にも認められることから構造上強度を保つための対応としての意味も含まれるものと考え

られる。

　橋梁本体と拡幅した部分とに上部からの力を均等に伝え、橋梁の強度を保ち両者の分離を防ぐため、輪

石の頂部付近３ヶ所で継ぎ石を組み込み、バランスのとれた荷重負担を図る工夫がなされている。

　また、明治時代に拡幅した部分では、橋梁の脚部を広げ頂部でややもたれかかる形態により、橋梁自体

の強度を保つ工夫がなされている。

　壁石の積み方に関しては、上流側と比較して下流側は整然としており、建設に対する意気込みと共に芸

術性の高さも看取される。

　左右両岸の基礎部分においては、下流側に孔を穿った石が均等に配置されている。このことは、江戸時

代末期の建設当時のものと考えられ、輪石の将来的なずれを防ぎ橋梁の強度を維持する目的で施された工

夫であろう。

Ⅲ　まとめ
　平成９年度、堀川（促進）都市小規模河川改良事業に伴い解体されることとなった堀川眼鏡橋について測

量等の記録保存を行った。同橋は、江戸時代末期に菊池往還に架けられた石橋である。具体的な架橋年代や

石工の氏名等については、記録がなく不明である。

　しかし、架橋後拡幅工事がなされたとの伝承があり、橋梁自体の構造上からも確認された。

　また、架橋及び改修にあたって橋梁の強度を保つ様々な技術的工夫がなされていることが明らかとなった。

これらのことは、菊池往還という道路の重要性を示すものとして理解されよう。
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第１図　立面図
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第２図　立面図・展開図
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第３図　平面図
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第４図　堀川橋周辺主要街道
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写　真　図　版
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江戸期（上流側）・側面

明治期（上流側）・側面

江戸期（下流側）・側面
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江戸期（下流側）・左岸裏込め

橋梁裏面

上流側

下流側

基盤・右岸側 基盤・左岸側
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橋梁附目敢

上流側

下流側

上流側

下流側

基盤平面

上流側

下流側



　平成８、９年度発掘調査を実施しました「竹迫宇土遺跡」の調査報告書をようやく発行

することができました。

　この１冊の報告書が完成するまでには、多くの方々の御協力と御努力がありました。そ

こで、その方々の御芳名を記して感謝の意を表します。

［発掘作業］

　　小田　堅、鹿帰瀬勇、木永昭臣、後藤タケ、園田繁信、鍋島洋子、野田　隆、

　　橋住安広、橋爪道雄、古荘　泰、野口秋美、渡辺英雄、材津幾代、荅ヨシメ、

　　福山須美子、本田睦男、本田チズ子、岩下武子、坂本　司、青木立子、麻生昭子、

　　梅原美奈子、鍬永伸子、佐藤良子、下塩久美子、関原真弓、高宮淳子、塚本万里子、

　　村上照美、山口奈緒美、山口弓子、江崎栄子、江崎和義（順不同）

［整理作業］

　　江島園子、荒牧陽子、益田久子、山内洋子、河崎節子、山元友子、山切律子、

　　早野弘子、橋本由美子（順不同）

あ と が き

平成１２年１２月２８日

　　　熊本県教育委員会
　　　〒８６２-８６０９　熊本市水前寺６丁目１８番１号

印刷　㈱秀　巧　社
　　　〒８６１-２２３４　熊本県上益城郡益城町古閑１０６

熊本県文化財調査報告　第１９２集

竹　迫　宇　土　遺　跡

編集
発行
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第１９２集を底本として作成しまし

た。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から

引用してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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